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◆日時：2025年８月４日（月） 18：30～20：00

◆会場：忍野村立忍野小学校グラウンド（クレー）

◆対象チーム：FCパルティーレ（忍野村）

◆対象指導者：大森充氏、滝田信悟U12コーチ

◆実施内容：
【テーマ】シュート シュートテクニックとシュート打つ・足を振る

W-UP ボールワーク 3vs1、対面キック
TR1 シュート
TR2 ゲーム

【TR1】

2025年度FAコーチ活動報告

【チーム巡回指導】
【W-UP】

山梨県サッカー協会技術委員会 2025年08月26日

◆日時：2025年８月８日（金） 8：30～11：00

◆会場：富士吉田市鐘山多目的グラウンド（クレー）

◆活動内容：富士山ジュニアフェスティバルにFCパルティ―レが参加
その試合を視察し、選手と指導者に指導

◆対象指導者：滝田信悟U12コーチ

試合の視察・指導の振り返り

結果 FCパルティーレ ３－１ 秩父FC（埼玉県）

ゲーム前のW-UP、ポジティブな声かけにより選手たちの
雰囲気が良かった。やらされてる感なし・・・。
シュートを積極的に打つプレーが多くみられた。滝田コー
チの話では、〝巡回指導後、シュート意識が強くなり、練
習の中でもキック練習をしている選手が目立っていた〟
守備の意識も高く、攻撃から守備への切り替え時も、ベン
チから言われることなく、あたりまえにボールを奪いに
行っていた。
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【ゲーム・トレセン視察 夏休み中❶】

｟2種｠インターハイ ＠Jヴィレッジ 2回戦 山梨学院高校 vs 浜松開誠館高校 結果：２－０

両チーム登録選手に県内選手が、山梨学院高校に６人、浜松開誠館高校に２人 そのうちスタートは、学院の細田・影山選手、途中
出場が、学院が手塚選手、浜松が礒部選手でした
後半スタート直後、ギアの入った日華選手がPK奪取、そして日華選手による追加点で２－０で勝利した

★彼を止めるセンターバックを育てられないか？ 彼がいるうちに・・・・
★センターフォワードは、育てるもの、探すもの・・・・？？

コメント 内藤2種委員長 インターハイ視察

山梨県サッカー協会技術委員会 2025年08月26日

｟3種｠関東中学校サッカー大会 ＠神奈川県内 1回戦 城南中 vs 小山城南中（栃木県） 結果：2－1 第7代表権獲得 全中出場
 石和中 vs 流通経済大柏中（千葉県） 結果：０－２

城南中 全員が攻守にわたりハードワーク 特に守備については、最後のところでやらせない、寄せ・強さ・球際など守備意識が強
く、相手選手にフリーでプレーさせなかったのが、粘り強さにつながった

石和中 ポイントとなる選手（能力の高い選手）が攻守にわたっていただけに、結果は残念だった

コメント 佐野3種技術委員長 関東中学校サッカー大会視察
 西川技術委員長 全国中学校サッカー大会視察
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【ゲーム・トレセン視察 夏休み中➋】

｟国体｠国体関東ブロック予選 男子U16 山梨県U16 ０－６ 茨城県U16 敗退

・力の差以上の差を感じた。 チーム茨城 vs チームになっていたか山梨
これは、チームスタッフ、そしてそれを支える我々含めた協力体制をいう
茨城県 スタッフ14人（ベンチ入りスタッフ、トレーニング準備スタッフ、県U15・U14スタッフ総出でサポート・・・）
山梨県 スタッフ6人  （ベンチ入りスタッフのみ）

国体関東ブロック予選 女子U16 山梨県U16 １－１（PK5-4）千葉県U16、 2回戦：山梨県U16 ３－０ 栃木県U16

・直前の監督交代、しかし渡辺海新監督、前田コーチがお互いにリスペクトし、良くコミュニケーションをとりゲームの戦い方含
めて雰囲気よく進めていた。

・ボールを大事にしながら前線にボールを運ぶ、決して大きく蹴るのではなく、相手の出方を観ながら、ぶれずにビルドアップか
ら攻撃でき、それを怖がらずにやり通したことは、選手たちをほめたい

・事前のVF甲府U14との試合、スピード感、シュートの強さなど、千葉県に対してのシミュレーションになったと感じる
・事前では相当強く力の差があるという情報であったが、先制点こそ奪われたが、その後は、あまりチャンスを与えないくらい守
備をきちんとグループで行っていた。

コメント 相良サブダイレクター 視察
 西川技術委員長 視察

山梨県サッカー協会技術委員会 2025年08月26日

★トピックス 来年度へのスタート スタッフ、およびチームの進め方 ワーキンググループ準備＋Mtg
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【FAコーチ通信発刊】

第1回FAコーチ通信を作成し、ホーム
ページにアップしました。
ご覧ください。
技術委員会のディスカッションの内容
などを掲載しています。
何かご意見あれば何なりとください。
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【今後重点活動】

★各種別、関東MTM（4種）、ナショナルトレセン選考会（3種）などの選手選考に関する活動が9月は多い。

・前回のタレントID（選手の見極め）などをもう一度スタッフ間で共有し、選考にあたる （前回の資料参照）
・山梨県の選手が、NTC・代表に選考されるように、そんな力をつけていけるように働きかけをしていく

★FAコーチ巡回指導の継続

・トレーニング＋ゲーム指導（別日）というセットでやる方向
・GKコーチを帯同してチームのGK指導も取り入れていきたい・・・（GKプロジェクトとの連携）

★普及 SSG（スモールサイドゲームへのチャレンジ） ｆAPでの開催・振り返り資料参考

★指導者養成

・Bライセンス養成講習会 再スタート
・Cライセンス養成講習会 VF甲府コーススタート

★トレセンスタッフ研修会の開催 開催するタイミングを逃しています・・・・。
9月からの活動に向けて、ベクトル合わせと選手評価基準合わせ

山梨県サッカー協会技術委員会 2025年08月26日
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【JFAタレントID】 選手選考の目線合わせ・・・・・発掘と診断（評価）

都道府県TCU14/13招集選手 4月～9月生まれの選手が大半 早生まれ（1月から3月生まれ）極端に少ない
しかし、日本代表選手は、4月～3月生まれ どの月もまんべんなく選考されている

っということは、もしかしたら代表選手の早生まれ選手は、同年代のエリート、NTC活動に召集されていない・・・
高校生・大学生になってから評価されている

そういう選手にも、早くからアプローチをしたい （もしかしたら、せっかくのタレントが生涯埋もれる状況に！）

そのためには、発掘・評価方法などを見直していく必要がある FA独自に考えていきたい

★バイアス（無意識の偏見）の排除 ・・・選考するスタッフの偏見・思考で選手の選考がされることを防ぐ・・・
その偏見で、選ぶことが、排除することにつながってしまってないか？？

➢自分自身のバイアスを認識

【JFAタレントID】

■TIDシステム ログイン用URL
URL：https://app.jfa.jp/measure/

・各種別技術委員長 トレセン・またはゲーム視察で、気が付いた気に
なった選手の登録をお願いしたい

・多くの人の意見を尊重！
・このデータをベースに多くの人の目で追跡していく！

https://app.jfa.jp/measure/
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